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大桃の舞台 



2016年まで：大桃夢舞台の屋台売上げ 



2016年まで：大桃夢舞台のお花 



2016年：「お花」の様子 

＊「お花」‥‥演者や運営に渡すご祝儀 



3.5m 

6m 

2016年：公演開始の風景 



 
 
・公演の質を上げる（戦略１） 
 

・PRの方法を考える（戦略２） 

②お金を稼げないか ・「お花」を生かす（戦略３） 

①客席を観客で埋める 



− 公演の質を上げる（戦略１） − 







鮭川歌舞伎の公演視察 

− 公演の質を上げる（戦略１） − 



大桃デザインコンペ 

− 公演の質を上げる（戦略１） − 

提案された合計16案は住民に審査された 



− 公演の質を上げる（戦略１） − 

大桃デザインコンペ 

デザインを使用する予定（座布団など） 
だったが、経済的・時期的に中止 

販売物の入れ物（パック）の 
包み紙として使用した 



舞台及び会場を模型で再現して、客席の提案 

客席配置の提案 

− 公演の質を上げる（戦略１） − 



− PRの方法を考える（戦略２） − 



イベントのPR活動 

振興公社 
 
 
 
日本大学浦部研究室 
 
 
大桃区長 

・ポスター（福島・栃木） 
・チラシ   （福島・栃木） 
・施設訪問 
 
・テレビ局訪問 
・ポスター（大学内） 
 
・知人に告知 

− PRの方法を考える（戦略２）− 

従来より広域かつ複数の場所にPRした 



イベントのPR活動 

− PRの方法を考える（戦略２）− 



舞台 



舞台 















長テーブルを置き、くつろぎやすく 



− 「お花」を生かす（戦略３） − 



− 「お花」を生かす（戦略３） − 

お花を知らせる 

参道の道中で見える位置に 



− 「お花」を生かす（戦略３） − 

お花を知らせる 

アンケートで告知 



イベント当日について 

第１０回 大桃夢舞台 

- 実証実験の効果検証 - 



2017年 

2016年 





2016年 

2017年 



「お花」の収益 



屋台の収益 



大桃夢舞台に関するワークショップ 



大桃夢舞台に関するワークショップ 

会場の構成に対する意見・アイディアが１９コメント 
運営に対する意見・アイディアが２６コメント 



２０１７年公演 

２０１８年公演予定 



− まとめ − 



①客席を観客で埋める 
 

 
・公演の質を上げる（戦略１） 
 
・PRの方法を考える（戦略２） 
 
・「お花」を生かす  （戦略３） ②お金を稼げないか 

今後も継続する必要がある 



①主に、「公演内容」「PR方法」「会場構成」を注力。 
 例年より収益・集客数を視覚的・数値的に向上させる 
 ことができた。 
 
②公演後に住民ら含めてワークショップを行い 
 運営の見直しを通して、ポストイットの回答数・内容から   
 住民・学生らの運営の意識を高めることができた。 

17 

 まとめ 

平成29年度の活動では、昨年度の集落調査を通して把握した地域

資源の「大桃の舞台」の活用に着目し、そこで行われる公演イベン
ト「大桃夢舞台」の運営・会場計画を通して実証実験を行った。 



17 

 まとめ 

平成29年度の活動では、昨年度の集落調査を通して把握した地域

資源の「大桃の舞台」の活用に着目し、そこで行われる公演イベン
ト「大桃夢舞台」の運営・会場計画を通して実証実験を行った。 

③今後の展望 

・「お花・屋台」の収益でハッピ、Tシャツ等の作成を予定。 

 （今年度に作成した大桃デザインを使用予定） 

 

・県内の地歌舞伎団体、柳橋歌舞伎に公演依頼。 



ご静聴ありがとうございました 


